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堆砂1

◆二風谷ダムの堆砂状況

二風谷ダムの堆砂状況①
平成20年度時点での貯砂ダム下流の貯水池内の堆砂量は、13,076千m3となっ

ている。

（ダム基本計画の変更）
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沙流川縦断経年変化図（平均河床高）
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二風谷ダムの堆砂状況②堆砂2

平成１５年以降の堆砂形状は、計画堆砂形状に近づきつつある。
現時点での堆砂形状は計画の範囲内となっており、洪水調節容量、利水容量は確保され
ている。平成20年度末では計画堆砂量まで約4,200千m3の余裕がある。

◆二風谷ダム平均河床の変化

計画堆砂形状内の容量（Ａ）
14,300千m3（計画堆砂量）＋約4,800千m3（川底の窪地）
＝19,100千m3

計画堆砂形状内のH20までの堆砂量（Ｂ）
13,076千m3＋1,811千m3＝14,887千m3

Ａ－Ｂ＝約4,200千m3

13, 076千ｍ ３

1, 811千ｍ ３

約4, 200千ｍ３
計画堆砂ライン

最低水位　EL40.0m

洪水時最高水位　EL48.0m

洪水調節容量

堆砂状況概要図
（ 約4, 800千ｍ ３ ）
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（H7.9.13撮影）

堆砂3 二風谷ダムの堆砂状況③

基本計画変更後の計画堆砂量（14,300千m3）には、ダム建設時の骨材採取等
による川底の窪地は含まれていない。貯砂ダム下流の貯水池内の堆砂量
13,076千m3はこの窪地に堆積した土量約4,800千m3も含めた堆砂量である。

：窪地




